
 

 

 

 

夏休みに遊びに行くことを心待ちにしている子どもたち。お休み中に海や山などに出かける方もたくさんいる

と思います。事故やけがのないよう、お子さまからは目を離さず、楽しい思い出をいっぱいつくってきてくだ

さい！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 8月号
2024年 8月 5日 

さんいく保育園有明 

看護師 大久保 

蚊は、血液を吸うときに自分の口から唾液の成分を私た

ちの体に注入します。この成分に免疫が過剰に反応して

アレルギー反応を起こし、腫れやかゆみを起こします。 

 ただ、蚊に刺されたことのない赤ちゃんや小さい子ど

もは、体の中でアレルギー反応が起こるのに時間がかか

り、反応も強くなります。そのため少し時間が経ってか

らすごく腫れてびっくりすることがあります。 

【ひどいときは病院へ】 

 水ぶくれからばい菌が入る危険もあります。 

ひどいときは早めに小児科や皮膚科で相談しましょう。 

蚊に刺されると、 

すごくはれるのはなぜ？ 

夏の肌トラブルにご注意！ 

虫刺され以外にも『あせも』や『とびひ』な

ど、夏に起きやすいトラブルがあります。ケア

としてお風呂に入るなど皮膚を清潔に保つこと

が一番です 

 
肌トラブルを防ぐために 

⚫ 皮膚を傷つけないようにつめを

短く切る 

⚫ かゆみをやわらげるように冷や

す、かゆみ止めを塗る 

⚫ 治りが遅い、広がった、湿疹が

変化したときは、小児科や皮膚

科受診 

虫除け対策 

子どもは皮膚の抵抗力が弱いので、虫刺されが

原因で、とびひなどの皮膚病になってしまうこ

とがあります。網戸に虫除けスプレーをしたり、

虫の嫌う香りのローズマリーの鉢を置いたり、

虫除けパッチやリストバンドを身に着けさせる

など、ご家庭でも簡単にできる虫除け対策を行

いましょう。また、外出時や登園前に虫除け（ス

プレータイプやウェットティッシュタイプな

ど）を行うのも効果的です。 

▽皮膚のケア▽ 

子どもは新陳代謝が活発で、たくさんの汗をか
きます。放っておくと皮膚（ひふ）のトラブルに
もつながるので、体を清潔にして快適な毎日を
送れるようにしましょう。下記の他に濡れタオ
ルで優しく拭き取ることも効果的です。 

汗をかいたら、こまめに 

シャワーを浴びましょう。 

お風呂上がりは、バスタオルでし

っかり体を拭きましょう。あせも

ができている時は、上から優しく

押さえて水気を取ります。 

乳児には、お風呂上がりの清

潔な状態で、保湿クリームを

しっかりつけましょう。 

鼻の役割とは
…？ 

鼻を大切に！ 
鼻をかむ時は片方ずつ静かにかみま
しょう。両方を同時にかむと耳を痛め
ます。また、鼻の穴に物を入れないよ
うに注意しましょう。 

■呼吸をします。 

■鼻に入った空気からほこり

を取り除き、肺に空気を送り

ます。 


